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①
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②
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③
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収
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⑥
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務
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１
月
に
本
店
で
開
催

【行田市内物件】
資産管理行田営業所� ☎048-556-1171
※アパート仲介業務のみ

【羽生市内物件】
経済部資産管理課� ☎048-563-3000

【加須市内物件】
資産管理加須営業所� ☎0480-61-0905

お問い合わせ先

物件情報は右記ＱＲコー
ドから当組合ＨＰにアク
セスしてご覧ください。

入居者様
募集中

ＪＡ賃貸アパート
〈
日
時
〉
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８
日
㈮
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※
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談
時
間
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す
。
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令和２年産麦の品質評価区分（ランク区分）の決定について

■令和２年産評価結果・ランク一覧表

■ランク区分基準

■経営所得安定対策　数量払（品質加算）

銘柄 ランク区分 たんぱく
（％）

灰分
（％）

容積重
（㌘/㍑）

フォーリング
ナンバー

あやひかり Ａ 9.2 1.47 848 420

銘柄 ランク区分 たんぱく
（％）

細麦率
（％）

すずかぜ C 7.3 0.9

小麦（日本めん用） たんぱく（％） 灰分（％） 容積重（㌘/㍑） フォーリング
ナンバー 対象銘柄

基準値 9.7～11.3 1.60以下 840以上 300以上
あやひかり

許容値 8.5～12.5 1.65以下 ― 200以上
上記対象銘柄のうち「あやひかり」については、低アミロース品種の為、たんぱくの許容値を〔8.0％～13.0％〕とします。

麦茶用小粒（六条）大麦 たんぱくⅠ（％） たんぱくⅡ（％） たんぱくⅢ（％） 細麦率（％） 対象銘柄

基準値 7.5～8.9 9.0～10.4 10.5～ 2.0㎜（篩）下に
2.0%以下 すずかぜ

許容値 6.5～ ―

Ａランク 評価項目の基準値を3つ以上達成し、かつ、許容値を全て達成している麦
Ｂランク 評価項目の基準値を2つ達成し、かつ、許容値を全て達成している麦

Ｃランク
評価項目の基準値を1つ達成し、かつ、許容値を全て達成している麦
評価項目の基準値を2つ以上達成しているものの、許容値を達成していない麦

Ｄランク Ａ～Ｃ区分のいずれにも該当しない麦

小麦 ※日本めん用 （円/60㎏）

品質区分
（等級/ランク）

１等 ２等
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

小麦 6,510 6,010 5,860 5,800 5,350 4,850 4,700 4,640

大麦 （円/50㎏）

品質区分
（等級/ランク）

１等 ２等
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

六条大麦 5,970 5,550 5,420 5,370 4,940 4,520 4,400 4,350

❹



　生産緑地の約8割が平成4年に指定されてから
30年が経過します。引き続き農地として営農を継
続する方は、特定生産緑地の申請を生産緑地の指定
から30年経過前までに行い、指定を受けなければ
なりません。
　特定生産緑地に指定されると10年間は固定資産
税等の税制上の優遇措置が継続され、さらに10年
経過後にも指定を更新できます。
　しかし、申請をしないと特定生産緑地の指定が受
けられず、固定資産税等が段階的に増加し５年後に
は宅地並み課税になります。また相続税についても、
次の世代の方は納税猶予を受けることができません。
　現在の生産緑地と同様の取り扱いが継続され、税
制上の優遇措置が受けられるよう、お住いの市役所
にて特定生産緑地制度の申請をしましょう。
　なお特定生産緑地指定について指定意向のご案内
発送時期、及び、申請受付時期は各市役所で異なり
ます。 ※川里地区は生産緑地の指定告示日が平成22年９

月21日なので、今回の申請対象ではありません。

行田市　都市計画課　公園担当
　　　　☎048-556-1111㈹
加須市　まちづくり課　施設・公園緑地担当
　　　　☎0480-62-1111㈹
羽生市　まちづくり政策課　都市計画係
　　　　☎048-561-1121㈹

ＪＡほくさい
行田地区　資産管理行田営業所（行田中央支店内）
　　　　　☎048-556-1171
羽生地区　本店経済部資産管理課
　　　　　☎048-563-3000
加須地区　資産管理加須営業所（加須中央支店内）
　　　　　☎0480-61-0905

特定生産緑地に関するお問合せ先

忘れずに申請を

特定生産緑地制度

26名様限定のおもてなし旅行！お部屋は2名様1室基準！26名様限定のおもてなし旅行！お部屋は2名様1室基準！

◆旅行出発日：令和３年3月7日（日）～9日（火）
◆旅行代金：130,000円（大人お一人様2名様1室利用）
　3名様1室3,000円引き、4名様1室6,000円引き

◆食事条件：朝2回・昼3回・夕3回（お弁当含む）
◆添乗員：同行致します。
◆利用予定バス会社：秩父鉄道観光バス、サンデン交通

※GoToトラベルキャンペーンが延長された場合本企画も適用となります。

◆利用航空会社：全日空
◆募集人員：26名様限定（最少催行人員15名様）
◆募集締切日：令和3年1月29日（金）

【行程】※後日改めて集合、解散場所及び時刻をお知らせ致します。 【マークの説明　---バス　→→航空機　◎入場観光　◯下車観光】

〈旅行条件〉詳しい旅行条件を説明する書面をお渡ししますので、事前に確認のうえ、お申込みください。
※交通機関等の都合により日程の一部が変更になる場合がございます。※この旅行は「うきうき（国内旅行傷害保険）」に加入しています。詳しくは弊社社員へご照会ください。

萩温泉と名旅館　『大谷山荘』に泊まる旅萩温泉と名旅館　『大谷山荘』に泊まる旅
～コバルトブルーの絶景！角島大橋と元乃隅稲成神社～～コバルトブルーの絶景！角島大橋と元乃隅稲成神社～

〈旅行企画・実施/お問合わせ・お申込み〉 観光庁長官登録旅行業939号 〒３３０－００６３
さいたま市浦和区高砂3-12-9　TEL ０４８-８３０-１２１０
総合旅行業務取扱管理者：　喜多誠志　高﨑俊介

プーチン
大統領も
宿泊した

プーチン
大統領も
宿泊した

世界遺産『萩の明治日本の産業革命遺産』と『宗像大社』を巡る世界遺産『萩の明治日本の産業革命遺産』と『宗像大社』を巡る

お客様の状況によっては、当初の手配内容に含まれていない特別な配慮、措置が必要になる可能性があります。詳細は別途お渡しする「旅行条件説明書面」の「３、お申込み条件」
を確認のうえ、特別な配慮・措置が必要となる可能性がある方は、ご相談させていただきますので必ずお申し出ください。

見どころ満載の

３日間
見どころ満載の

３日間

角島大橋（イメージ）

大谷山荘（イメージ）

１

２

３

JAほくさい管内　----　羽田空港　→→<ANA693便>→→　山口宇部空港　----　長州苑 ----　◯瑠璃光寺・五重塔　----　○秋吉台　----　萩温泉（宿泊施設・萩本陣）
07:00発　　　　10:30～11:00　　　　　　　　　　　　　　　12:00～12:30　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　16:30～17:00   

名物！瓦そばの昼食　　西の京山口のシンボル　　日本最大のカルスト台地

ホテル　----　角島大橋（通過）　----　◎角島大橋展望台　----　◯唐戸市場・カモンワーフ　----　◎宗像大社　----　福岡空港　→→<NH262便>→→　羽田空港　----　JAほくさい管内
08:30発　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　17:00　　　　　　　　　　　　　　　　18:00～19:00　　　21:00～21:30

コバルトブルーの絶景      　　　　　　　　　　　　　　　　  お買物・ふく陶板焼きの昼食　　　　　世界遺産　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　車中お弁当の夕食

ホテル　----　◯松陰神社・松下村塾　----　〇村田蒲鉾店　----　〇萩城下町　----------　◎青海島観光汽船　----　海鮮村北長門　----　◎金子みすゞ記念館　----　〇元乃隅稲成神社

----　長門湯本温泉（宿泊施設：大谷山荘）　

09:00発

16:00

世界遺産　　　　　　　　　　　　お買物　　　　世界遺産・江戸時代の面影を残す　　遊覧船に乗船　　　　　　海鮮料理の昼食　　　　　　　　　　　　　　　　　　　123基の鳥居が海沿いに並ぶ

❺



年末年始のJA業務

月 日 一般業務 ＡＴＭ　8:00～21:00

12月30日 水 通常営業

通常営業

12月31日 木

休業させていただきます
１月１日 金

１月２日 土

１月３日 日

１月４日 月 通常営業

〈JAの自動車共済をご契約の方へ〉　店舗休業日の交通事故の受付は、ＪＡ共済事故受付センター（☎0120-258-931）で承ります。
また、故障等レッカーロードサービスについては、ＪＡ共済サポートセンター（☎0120-063-931）にご連絡ください。

月 日 行田燃料配送センター
☎048-556-1668

加須燃料配送センター
☎0480-61-4303

行田セルフＳＳ
給油7:00～21:00 ガスセンター

12月30日 水 通常営業
通常営業

通常営業
☆休日・夜間の
緊急連絡先

JAほくさい
ガスセンター

☎048-561-8411

12月31日 木 A重油のみ（予約分）の配送 ※

休業させて
いただきます

１月１日 金

休業させていただきます
休業させて
いただきます１月２日 土

１月３日 日
通常営業

通常営業１月４日 月 通常営業

※�31日のA重油の配送は、12月30日までにご予約いただきましたお客様に限らせていただきます。緊急にA重油をご希望の方は、31
日のAM9：30までに上記（行田・川里・羽生地区の方は行田、加須・騎西・北川辺・大利根地区の方は加須）にご連絡ください。

月 日 行田直売所
☎048-556-2203

羽生直売所
☎048-563-4609

加須直売所
☎0480-61-3044

騎西直売所
☎0480-73-6776

北川辺直売所
☎0280-62-3636

12月26日 土

通常営業 通常営業
通常営業 通常営業

通常営業
12月27日 日

12月28日 月

12月29日 火 臨時営業 臨時営業

12月30日 水 臨時営業 臨時営業 通常営業 通常営業 臨時営業

12月31日 木 午後１時まで営業 午後１時まで営業 午後１時まで営業 午後１時まで営業 午後１時まで営業

１月１日 金

休業させて
いただきます

休業させて
いただきます

休業させて
いただきます

休業させて
いただきます

休業させて
いただきます

１月２日 土

１月３日 日

１月４日 月

１月５日 火

１月６日 水

１月７日 木 通常営業 通常営業 通常営業 通常営業 通常営業

燃
料
関
係

農
産
物
直
売
所

一
般
業
務
・
Ａ
Ｔ
Ｍ

　当組合の監事は、経営の健全な発展に資するため、農協法（法第35条の５）及び農協法施行規則（第81条）に
基づき、また、第24回ＪＡ全国大会決議を実践するため、理事の職務の適正な遂行を阻害する行為に関する情報（組
合経営に関する事象に限る）の提供を求めています。
　当組合の理事の組合経営に関する気になる行為について、見たり聞いたりした事柄があれば電話または封書にて
下記宛に連絡くださいますようお願いします。　　　　　　　　　　　　　　　　ほくさい農業協同組合　監事会

　連絡先：住　　所　〒348-8513　埼玉県羽生市東7-15-3
　　　　　電話番号　048-561-6911　受付監事　常勤監事　高橋　浩　宛
　　　　　お電話の場合は、月曜日～金曜日、午前９時～午後５時までの間にお願いします。（休日を除く）
　※当組合の業務に関する一般的な苦情については、別途窓口を設置しておりますので、そちらをご利用ください。
　※ご好意による情報提供であっても、誹謗・中傷に類似する内容のものは受付いたしかねますので、予めご了承ください。

【一般苦情相談窓口】　住　　　所　〒348-8513　埼玉県羽生市東7-15-3
　　　　　　　　　　電 話 番 号　048-561-6911　担当部署名　企画管理部

ＪＡでは組合員のみなさまからの情報提供窓口を設置しています

❻



当組合ホームページでは、ニュースストーリー（７〜９頁）に掲載の写真がカラーでご覧いただけます。

イチゴの出荷が始まりました
～北川辺いちご部～

　北川辺いちご部で11月３日からイチゴの出荷が始まりました。

　６・７月の長雨の影響で昨シーズンより12日遅いスタートになりまし

たが、「そのぶん大玉が目立つ。この時期から３Ｌや２Ｌといった大きな

規格がこんなにとれたことはない。」と、部員の水野陽さんは満足顔を浮

かべています。

　同部は９名の部員が1.2㌶で「とちおとめ」を栽培。このうちの４名が、

定植前の苗を低温施設で休眠させ花芽の分化を早める「夜冷栽培」を行う

ことで、県内で最も早く市場出荷をスタートさせることができます。

　５月末のシーズン終了まで約７ヶ月。水野さんは「長丁場のはじまり。

健康に留意して美味しいイチゴを消費者に届けたい」と思いを語ります。

　同部のイチゴは、県内と青森県の市場に出荷。今シーズンの出荷目標は

１億円です。

使用済み育苗箱代金を社会福祉協議会に寄付
　加須市園芸用廃プラスチック収集対策協議会は、回収した

使用済み育苗箱のリサイクル代金を同市社会福祉協議会に寄

付しました。10月19日に同市役所で贈呈式を行い、儘田兼

一会長が大橋良一市長に小切手を手渡しました。

　贈ったのは、８月下旬に加須基幹支店管内で回収した育苗

箱37,875枚分の代金です。羽生市内の業者に１枚１円で売

却しました。

　同会では、農業者が個々では効率的な処理が困難な施設園

芸ハウスのポリエチレンフィルムや水稲用育苗ハウスのビ

ニールフィルム等の回収作業を毎年行っているほか、業者の

買い取り対象となる育苗箱は２～３年に一度回収し、その都

度同会に寄付しています。

　贈呈にあたり儘田会長は「不要なものがリサイクルされるのは喜ばしいこと。さらに地域の福祉に役立ててい

ただけるのはとてもうれしいです。」と話していました。

７ヶ月ぶりに開催 ～年金相談会～
　ＪＡは、10月17日に行田中央支店、川里中央支店、羽生

中央支店で年金相談会を開きました。

　新型コロナウイルスの影響により、同店舗では７ヶ月ぶり

の開催。「待ちに待った」相談会には、合計38名が訪れました。

　羽生中央支店の会場では、社会保険労務士の菊地幸子先生

が対応しました。来場者はアクリル板越しに受給見込額を確

認したり、請求の際に必要な書類について尋ねたりしていま

した。また、定年退職後も働き続ける人が増えたことから、

すでに受け取っている人が今後の働き方を含めて受給につい

て相談するというケースも増えています。

　今年度の相談会の日程は当組合ホームページに掲載してお

ります。ご参加希望の方は内容をご確認のうえ、最寄りの支店にお申し出ください。

とちおとめを収穫する水野さん

大橋市長㊨に小切手を手渡す儘田会長

羽生中央支店での様子

❼



農業機械大展示会中止
　毎年１月に加須市のむさ
しの村で開催しておりま
す「農業機械大展示会」は、
新型コロナウイルス感染拡
大を防止する観点から、中
止が決定しています。

　例年12月から２月にか
けて各基幹支店で開いてお
りました「相続・遺言セミ
ナー」は、新型コロナウイ
ルス感染者再拡大を受けて、
中止とさせていただきます。

相続・遺言セミナー中止

越冬キュウリ目ぞろえ会
　川里園芸組合（馬場毅組合長）、加須市園芸組合（佐久間尉匡組合長）、加須市騎西園芸組合（梓澤實組合長）は、

10月下旬から11月初旬にかけて越冬キュウリの目ぞろえ会を開きました。

　11月上旬の出荷ピークを前に規格の統

一を図り、有利販売に繋げることが目的で

す。同時に取引市場や全農の担当者を招

き、互いの情報交換も行っています。

　加須市園芸組合では、10月27日に三俣

野菜集荷所で開催し、同作型を栽培する全

29名が参加しました。各組合員が持ち寄っ

たＡ規格を１箱ずつ抜き取って並べ、梱包

を解いて１本ずつ手に取って長さや切り

口、太さなどをチェックしました。

　管内の越冬キュウリの出荷は２月初旬

まで。県内や都内の市場に約700㌧（１㌜

５㌔）出荷する予定です。

直売所で新米大特価セール
　ＪＡは10月15日から22日まで５店舗の農産物直売所で「新米大特価セール」を開きました。

　例年このイベントは、管内で生産されるメインの３品種（彩のかがやき、彩のきずな、コシヒカリ）の新米が

出揃うのを待って10月中旬の週末２日間に限って行っていましたが、今年は新型コロナウイルスの感染拡大に

配慮し、密を防ぐため日程を拡大して行いました。

　この８日間で売り上げた新米は全12㌧。来店したお客さまはショーケースにずらりと並んだ新米を見比べ、

あれこれ迷いながら好みの銘柄を注文していました。

行田農産物直売所 羽生農産物直売所 加須農産物直売所

川里園芸組合

加須市騎西園芸組合加須市園芸組合

❽



農家が児童の先生に
◉加須市船越でキュウリを栽培する㈱田島農園は、10月13日に同市立水深小学校児童の訪問を受けました。同
社の役員を務める田島祥之さんと充さんが、キュウリの生育過程や栽培管理などについて３年生99名に説明し

ました。

　社会科の授業の一環で、地域

で働く人を知ることが目的。児

童は出荷最盛期を迎えた晩抑制

キュウリのハウスを見学しまし

た。田島充さんは、Ａ・Ｂ・Ｃ・

Ｄ規格のキュウリを１本ずつ見

せて「どのキュウリが一番いい

か」というクイズを出題。子供

たちは「Ｄ。一番太いし、大き

いから」と回答しました。曲がりもなく最も適当な長さであるＡが正解であることを伝えると「そういわれたら、

Ａが一番おいしそう」と納得した表情を見せた子供たちでした。

◉10月15日に加須市立志多見小学校の学校農園で稲刈りが行われました。この授業は５年生と６年生の児童が
参加して行う毎年の恒例の行事。今年は新型コロナウイルスの影響で田植えを体験することができず、待ちに待っ

た授業となりました。

　児童37名は、地元農家の長

浜章さんと川島達男さん、(有)

早川農場の早川良史代表取締

役らから指導を受けました。

　子供たちは鎌での刈り取り

だけでなく、刈った稲を講師役

に手渡しハーベスターで脱穀

される様子も見学。その後、藁

を乾燥させるためひとまとめ

にして縛り、逆さまにして立てる作業も体験しました。農家のようにはなかなかうまく括ることができない子供

たち。稲わらを相手に真剣な表情で悪戦苦闘していました。

◉加須市北篠崎でキュウリと水稲を栽
培する江森農園は、10月29日に同市立

三俣小学校で出張授業を行いました。同

園では毎年秋に同小児童の見学を受け入

れていましたが、今年は新型コロナウイ

ルス感染拡大防止の観点から、園主の江

森悟さんが小学校に出向きました。

　99名の３年生児童に社会科の授業で

「農家の仕事」を教えることが目的です。

江森さんはこの日のために春から農作業や農業機械、ほ場などの様子をカメラで

撮影しており、体育館のステージ上に設置されたスクリーンにそれらの写真を映

しだし、作業の流れなどを解説。持ち込んだ苗やキュウリを近くで見たいと訪れ

た児童には、腰を落として目の高さを合わせ、熱心に説明しました。

　授業の最後に15年以上児童の学習に協力したとして山口真吾校長から感謝状が手渡されると、児童から大き

な拍手が贈られました。

田島充さんはクイズを出題

川島さんは藁をまとめる方法を説明

児童に苗の説明をする江森さん

生育過程を説明する田島祥之さん

稲刈りを指導する長浜さん

山口校長㊧から感謝状

❾



JAほくさい顧問弁護士
  長島法律事務所
弁護士  長島佑享氏

法
律
相
談

＆

Ａ

Ｑ
借
地
人
は
、
借
地
契
約
に
基
づ

い
て
借
地
上
に
建
物
を
建
築
し
、

こ
れ
を
所
有
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
が
、
借
地
契
約
が
終
了
し
た
と

き
に
は
、
建
物
を
収
去
し
て
土
地

を
原
状
に
復
し
て
明
け
渡
さ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
（
民
法
６
２
１

条
）。しか

し
、
借
地
借
家
法
は
、
そ

の
例
外
的
な
取
り
扱
い
と
し
て
、

借
地
人
に
対
し
、
借
地
人
が
建
物

な
ど
の
そ
の
土
地
に
附
属
さ
せ
た

物
を
時
価
で
買
い
取
る
べ
き
こ
と

を
請
求
す
る
権
利
（
建
物
買
取
請

求
権
）
を
認
め
ま
し
た
（
借
地
借

家
法
13
条
）。

建
物
買
取
請
求
権
は
、
借
地
人

か
ら
の
一
方
的
な
意
思
表
示
に
よ

っ
て
売
買
契
約
を
成
立
さ
せ
る
こ

と
の
で
き
る
権
利
（
形
成
権
）
で

す
。
で
す
か
ら
、
借
地
人
が
地
主

②「
自
宅
裏
庭
に
お
墓
を
つ
く
れ
ま
す
か
？

―
都
道
府
県
知
事
の
許
可
が
必
要
」

①「
借
地
期
間
満
了
に
よ
る
建
物
収
去
義
務

―
建
物
買
取
請
求
権
を
行
使
し
地
主
に
転
嫁
」

Ａ
は
地
主
Ｘ
か
ら
土
地
を
賃

借
し
て
木
造
住
宅
を
建
築
し
、

そ
こ
に
長
期
間
居
住
し
た
後
、

高
齢
と
な
っ
て
死
亡
し
ま
し

た
。
相
続
人
は
子
Ｂ
で
す
。
Ｂ

は
別
に
住
宅
を
構
え
て
い
て
、

こ
の
建
物
に
は
居
住
し
て
お
ら

ず
、
Ａ
死
亡
後
は
空
き
家
で
し

た
。
し
か
し
、
Ｂ
は
Ⅹ
に
地
代

は
払
い
続
け
て
い
ま
し
た
。
そ

の
後
、
借
地
契
約
は
期
間
満
了

と
な
り
、
Ｘ
は
Ｂ
に
更
新
拒
絶

の
通
知
を
し
て
、
建
物
を
収
去

（
撤
去
）
し
て
土
地
を
明
け
渡

す
よ
う
求
め
ま
し
た
。
Ｂ
は
契

約
の
終
了
と
土
地
明
け
渡
し
に

異
論
は
な
い
が
、
建
物
収
去
費

用
を
負
担
す
る
こ
と
を
拒
ん
で

い
ま
す
。
Ｂ
は
自
ら
費
用
を
負

担
し
て
建
物
を
収
去
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
か
。

私
の
妻
が
、
姑
と
同
じ
お
墓

に
は
入
り
た
く
な
い
、
自
宅
の

庭
に
お
墓
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い

と
言
い
だ
し
ま
し
た
。
確
か
に

庭
に
は
十
分
な
ス
ペ
ー
ス
が
あ

り
ま
す
。
自
宅
の
庭
に
お
墓
を

つ
く
る
こ
と
は
法
律
上
許
さ
れ

る
の
で
し
ょ
う
か
。

お
墓
に
関
す
る
法
律
と
し
て

は
、
墓
地
、
埋
葬
等
に
関
す
る
法

律
と
い
う
法
律
が
あ
り
ま
す
。
同

法
に
よ
る
と
、
埋
葬
又
は
焼
骨
の

埋
蔵
は
、「
墓
地
」
以
外
の
区
域
に

行
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
（
４
条
１

項
）。
こ
こ
で
墓
地
と
は
、
い
わ

ゆ
る
お
墓
を
設
け
る
た
め
に
都
道

府
県
知
事
（
市
又
は
特
別
区
は
市

長
又
は
区
長
。
以
下
同
じ
）
の
許

可
を
受
け
た
区
域
を
い
い
ま
す

（
２
条
５
項
）。
墓
地
を
経
営
し
よ

う
と
す
る
者
は
都
道
府
県
知
事
の

許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん（
10
条
１
項
）。こ
こ
で
い
う「
経

営
」
と
は
、
広
く
墓
地
を
設
置
、

管
理
、
運
営
す
る
こ
と
を
意
味
す

る
と
解
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
墓
地
設
置
は
許
可

制
で
す
。
こ
れ
は
、
公
衆
衛
生
の

確
保
と
国
民
の
宗
教
的
感
情
の
尊

重
の
た
め
で
す
。
無
許
可
で
墓
地

を
設
置
す
る
と
刑
事
罰
を
科
せ
ら

れ
ま
す
。

あ
な
た
の
場
合
も
、
許
可
を
得

れ
ば
墓
地
設
置
が
可
能
で
す
。
し

か
し
、
墓
地
経
営
の
永
続
性
と
非

営
利
性
を
確
保
す
る
見
地
か
ら
、

地
方
公
共
団
体
や
宗
教
法
人
等
で

な
け
れ
ば
許
可
を
得
ら
れ
な
い
の

が
実
情
で
す
。
個
人
が
許
可
を
得

ら
れ
る
の
は
、
山
間
等
人
里
遠
く

離
れ
た
場
所
で
墓
地
が
全
く
な
い

よ
う
な
特
別
な
場
合
に
限
ら
れ
て

い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
あ
な
た
が
許
可

を
得
て
自
宅
の
庭
に
お
墓
を
つ
く

る
こ
と
は
ほ
ぼ
不
可
能
で
す
。

な
お
、
慰
霊
碑
を
つ
く
り
、
遺

体
や
焼
骨
と
関
係
の
な
い
遺
品
等

を
納
め
る
こ
と
は
自
由
で
す
。
ま

た
、
樹
木
葬
や
散
骨
の
利
用
を
検

討
す
る
の
も
一
方
法
で
し
ょ
う
。

樹
木
葬
や
散
骨
の
適
法
性
に
は
議

論
も
あ
り
ま
す
の
で
機
会
が
あ
れ

ば
改
め
て
ご
説
明
し
ま
す
。

①

②

①

②

に
対
し
て
こ
の
権
利
を
行
使
す
る

と
売
買
契
約
が
成
立
し
、
同
時
に

権
利
を
行
使
し
た
時
点
で
建
物
の

所
有
権
は
地
主
に
移
転
し
ま
す
。

こ
の
結
果
、
借
地
契
約
の
期
間

が
満
了
し
た
際
、
借
地
人
Ｂ
が
地

主
Ⅹ
に
対
し
て
建
物
買
取
請
求
権

を
行
使
す
る
と
、
借
地
上
の
建
物

の
所
有
者
は
地
主
Ｘ
と
な
り
ま
す

か
ら
、
Ｂ
は
建
物
収
去
費
用
を
負

担
し
な
く
て
良
い
こ
と
に
な
り
、

地
主
が
自
ら
費
用
を
負
担
し
て
建

物
を
収
去
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。た

だ
し
、
建
物
買
取
請
求
権
は

不
誠
実
な
借
地
人
の
利
益
の
た
め

に
認
め
ら
れ
る
権
利
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
地
代
不
払
い
な
ど
の
借
地

人
の
債
務
不
履
行
に
よ
り
契
約
が

解
除
さ
れ
た
場
合
に
は
、
借
地
人

は
建
物
買
取
請
求
権
を
行
使
す
る

こ
と
は
で
き
ず
、
自
ら
費
用
を
負

担
し
て
建
物
を
収
去
し
て
土
地
を

明
け
渡
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
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税
務
相
談

＆

Ａ

Ｑ

JAほくさい顧問税理士
西 田 芳 秋 氏

れ
10
万
円
が
減
額
さ
れ
負
担
増
に

な
る
こ
と
か
ら
、
調
整
控
除
が
あ

り
ま
す
。
給
与
所
得
控
除
後
の
給

与
所
得
の
金
額
と
公
的
年
金
等
に

係
る
雑
所
得
の
金
額
の
合
計
額
か

ら
10
万
円
を
控
除
し
た
残
額
が
給

与
所
得
の
金
額
・
雑
所
得
の
金
額

と
さ
れ
ま
す
。

青
色
申
告
特
別
控
除
の
改
正

　

給
与
所
得
控
除
の
引
き
下
げ
に

伴
い
、
取
引
を
正
規
の
簿
記
の
原

則
に
し
た
が
っ
て
記
帳
し
て
い
る

者
に
係
る
青
色
申
告
特
別
控
除
の

控
除
額
は
55
万
円
（
改
正
前
は
65

万
円
）
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

た
だ
し
、
そ
の
年
分
の
所
得
税
の

確
定
申
告
書
、
貸
借
対
照
表
及
び

損
益
計
算
書
の
提
出
を
ｅ

－

Ｔ
Ａ

Ｘ
に
よ
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
青

色
申
告
特
別
控
除
を
65
万
円
と
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

基
礎
控
除
の
改
正

　

基
本
的
な
控
除
で
あ
り
各
所
得

階
層
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
基
礎
控

除
は
、
昨
年
ま
で
は
一
律
38
万
円

で
し
た
が
、
今
年
か
ら
10
万
円
引

き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
合
計
所
得
金

額
が
２
４
０
０
万
円
以
下
の
場
合

は
48
万
円
、
２
４
０
０
万
円
を
超

え
２
４
５
０
万
円
以
下
の
場
合
は

32
万
円
、
２
４
５
０
万
円
を
超
え

２
５
０
０
万
円
以
下
の
場
合
は
16

万
円
な
ど
と
低
減
し
、
２
５
０
０

万
円
を
超
え
る
所
得
者
に
は
基
礎

控
除
の
適
用
は
あ
り
ま
せ
ん
。

扶
養
親
族
等
の
所
得
要
件

　

扶
養
親
族
や
控
除
対
象
配
偶
者

に
該
当
す
る
か
、
生
計
一
の
親
族

の
資
産
に
係
る
雑
損
控
除
を
適
用

主
穀
の
生
産
と
貸
家
経
営
を

青
色
で
申
告
し
て
い
ま
す
。
令

和
２
年
分
の
年
末
調
整
と
確
定

申
告
は
、
そ
の
し
く
み
が
複
雑

に
な
っ
た
と
聞
き
ま
し
た
が
、

ど
ん
な
点
が
改
正
さ
れ
た
の
で

す
か
。
実
務
上
留
意
す
べ
き
こ

と
が
あ
り
ま
す
か
。

個
人
所
得
課
税
の
見
直
し

　

令
和
２
年
分
の
所
得
課
税
は
、

給
与
所
得
の
年
末
調
整
と
確
定
申

告
に
お
け
る
給
与
所
得
控
除
、
公

的
年
金
等
控
除
、
所
得
金
額
調
整

控
除
、
青
色
申
告
特
別
控
除
、
基

礎
控
除
、
ひ
と
り
親
控
除
な
ど
、

昨
年
ま
で
の
所
得
税
の
常
識
を
変

え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
等
の
影
響
に
よ
っ
て
給
付
さ

れ
た
助
成
金
等
の
申
告
が
必
要
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
ら
留
意

し
て
下
さ
い
。

給
与
所
得
控
除
額
の
引
き
下
げ

　

人
生
１
０
０
年
時
代
を
見
据
え

て
、 

専
門
知
識
や
技
能
を
求
め
る

企
業
の
動
き
に
呼
応
し
た
雇
用
か

ら
請
負
や
起
業
へ
と
働
き
方
が
多

様
化
し
、
給
与
所
得
者
と
の
税
負

担
の
調
整
が
課
題
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
給
与
収
入
に
応
じ
て
給
与

所
得
控
除
額
が
上
限
な
く
増
加
し

て
い
く
従
来
の
し
く
み
を
是
正
す

べ
く
、
一
律
10
万
円
引
き
下
げ
た

う
え
、
給
与
収
入
が
８
５
０
万
円

を
超
え
た
場
合
の
控
除
上
限
額
を

１
９
５
万
円
と
し
ま
し
た
。

公
的
年
金
等
控
除
の
改
正

　

給
与
所
得
控
除
と
の
重
複
適
用
、

世
代
内
・
世
代
間
の
公
平
性
に
配

慮
し
て
、
公
的
年
金
等
控
除
額
も

一
律
10
万
円
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し

た
。
公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
が

１
０
０
０
万
円
を
超
え
る
場
合
の

控
除
上
限
額
を
１
９
５
万
５
千
円

と
し
ま
し
た
。
な
お
、
公
的
年
金

以
外
の
合
計
所
得
金
額
が
１
０
０

０
万
円
を
超
え
る
場
合
は
、
改
正

後
の
控
除
額
か
ら
さ
ら
に
一
律
10

万
円
下
げ
、
２
０
０
０
万
円
を
超

え
る
場
合
は
一
律
20
万
円
引
き
下

げ
、
雑
所
得
は
ふ
え
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
65
才
未
満
の
受
給
者
の

公
的
年
金
等
控
除
の
最
低
保
障
額

は
60
万
円
に
、
65
才
以
上
の
受
給

者
は
１
１
０
万
円
に
な
り
ま
す
か

ら
留
意
し
て
下
さ
い
。

所
得
金
額
調
整
控
除
の
創
設

⑴
給
与
所
得
控
除
の
上
限
額
が
１

９
５
万
円
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
こ

と
か
ら
、
本
人
が
特
別
障
害
者
に

該
当
す
る
か
、
23
才
未
満
の
扶
養

親
族
を
有
す
る
者
、
特
別
障
害
者

に
該
当
す
る
控
除
対
象
配
偶
者
又

は
扶
養
親
族
を
有
す
る
者
に
つ
い

て
、
負
担
増
に
な
ら
な
い
よ
う
に

調
整
控
除
し
ま
す
。
給
与
等
の
収

入
金
額（
１
０
０
０
万
円
を
限
度
）

か
ら
８
５
０
万
円
を
控
除
し
た
金

額
の
10
％
相
当
額（
最
高
15
万
円
）

を
給
与
所
得
の
金
額
か
ら
控
除
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
夫
婦
と
も

給
与
収
入
が
８
５
０
万
円
を
超
え

23
才
未
満
の
扶
養
親
族
が
い
る
場

合
は
、
夫
婦
双
方
が
こ
の
控
除
の

適
用
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

⑵
給
与
所
得
と
公
的
年
金
所
得
を

有
す
る
者
は
、
給
与
所
得
控
除
額

と
公
的
年
金
控
除
額
か
ら
そ
れ
ぞ

す
る
場
合
の
親
族
の
合
計
所
得
金

額
は
48
万
円
以
下
と
さ
れ
ま
し
た
。

配
偶
者
特
別
控
除
の
対
象
と
な
る

配
偶
者
の
所
得
要
件
と
し
て
の
合

計
所
得
金
額
は
48
万
円
超
１
３
３

万
円
以
下
に
、
勤
労
学
生
の
所
得

要
件
は
75
万
円
（
改
正
前
は
65
万

円
）
以
下
で
給
与
所
得
等
以
外
の

所
得
が
10
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と

と
さ
れ
ま
し
た
の
で
留
意
し
て
下

さ
い
。

ひ
と
り
親
控
除
・
寡
婦
控
除

　

寡
婦
控
除
（
35
万
円
）
が
廃
止

さ
れ
、
ひ
と
り
親
控
除
に
改
組
さ

れ
ま
し
た
。
婚
姻
歴
や
性
別
に
か

か
わ
ら
ず
、
現
に
婚
姻
を
し
て
い

な
い
者
又
は
配
偶
者
の
生
死
の
明

か
で
な
い
者
の
う
ち
、
合
計
所
得

金
額
が
48
万
円
以
下
で
あ
る
生
計

を
一
に
す
る
子
を
有
す
る
こ
と
、

本
人
の
合
計
所
得
金
額
が
５
０
０

万
円
以
下
で
あ
る
こ
と
、
事
実
上

婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
者
が
い
な
い
こ
と

等
に
よ
り
判
定
さ
れ
た
「
ひ
と
り

親
」
控
除
（
35
万
円
）
が
創
設
さ

れ
ま
し
た
。

年
末
調
整
の
際
に
提
出
す
る
申
告

書
等

　

給
与
所
得
者
が
年
末
調
整
を
受

け
る
際
に
提
出
す
る
申
告
書
等
は
、

給
与
所
得
者
の
扶
養
控
除
等
（
異

動
）
申
告
書
、
給
与
所
得
者
の
保

険
料
控
除
申
告
書
の
ほ
か
、
今
年

か
ら
「
給
与
所
得
者
の
基
礎
控
除

申
告
書
」「
所
得
金
額
調
整
控
除

申
告
書
」
の
提
出
が
必
要
に
な
り

ま
す
か
ら
留
意
し
て
下
さ
い
。

令
和
２
年
分
の
年
末
調
整
と

　
　
確
定
申
告
は
大
き
く
変
わ
る
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身近な地域の名所をご紹介します

ほくさい
彩発 見

前
さき

玉
たま

神社
行田市大字埼玉字宮前5450
☎048-559-0464

https://sakitama-jinja.com/
御朱印の受付は９時から16時30分

　埼玉県名発祥の神社といわれる同社は、平安時代の法令集「延喜式」にも載る古社です。ご
祭神は前玉比売神（サキタマヒメノミコト）と前玉彦命（サキタマヒコノミコト）。人の身を
守り、幸福をもたらす神様です。また、女神と男神が一緒に祀られていることから、恋愛成就
や夫婦円満、縁結びを祈願に訪れる人も少なくありません。
　同じ敷地内に鎮座する浅間神社は近世初頭に忍城中から勧請したもので、ご祭神は子育てや
安産、産業の神様として知られる木花開耶姫命（コノハナサクヤヒメ）です。毎年５月にさき
たま古墳公園で行われる「さきたま火祭り」のヒロインとしても知られています。
　同社は今、愛猫家と御朱印ガールからも注目を集める神社です。境内ではキジトラ柄の雌「き
なこＤＸ」など４匹の猫が飼われており、毎月22日にはその猫たちをモチーフにした御朱印
が頒布されています。特に２月22日の「猫の日」には特別限定御朱印が授与されるとあり、
県内外から多くの人が訪れます。（※新型コロナウイルス感染拡大予防のため、令和３年２月
22日の御朱印は例年より日数を拡大して頒布される予定です。詳しい内容については同社の
ホームページをご確認ください。）

新
忍
川

武
蔵
水
路

さきたま古墳公園

　

爆
笑
を
否
定
し
て
い
る
柘
榴
か
な　
　
　

行　

田　

荻
原　

増
夫

　

菊
日
和
隣
同
士
の
孫
自
慢　
　
　
　
　
　

騎　

西　

戸
田　

達
子

　

残
る
虫
追
ひ
焚
き
を
し
て
仕
舞
い
風
呂　

羽　

生　

樋
口
登
美
子

　

着
膨
れ
て
母
は
強
さ
を
ふ
と
こ
ろ
に　
　

大
利
根　

野
口　

勇
一

　

障
子
貼
る
向
こ
う
側
よ
り
子
等
の
声　
　

騎　

西　

湯
橋　

信
子

　

着
ぶ
く
れ
て
回
転
扉
肘
で
押
す　
　
　
　

羽　

生　

長
瀬　

三
男

　

今
に
で
も
動
き
出
す
よ
な
菊
人
形　
　
　

騎　

西　

中
島　

价
市

　

星
く
づ
や
男
体
山
の
あ
り
ど
こ
ろ　
　
　

羽　

生　

平
井　

昭
政

　

し
あ
わ
せ
は
千
差
万
別
冬
至
風
呂　
　
　

騎　

西　

泉
津
井　

清

　

水
玉
の
服
に
合
わ
せ
て
縫
ふ
マ
ス
ク　
　

加　

須　

立
野
よ
り
子

　

親
芋
に
し
が
み
つ
く
子
を
引
き
離
し　
　

羽　

生　

五
月
女
文
子

　

風
は
秋
雲
ひ
と
す
じ
の
尾
を
引
い
て　
　

川　

里　

井
上
美
智
子

　

オ
カ
リ
ナ
は
生
涯
の
友
夜
長
か
な　
　
　
　

〃　
　

黒
巣　

友
子

　

ベ
ー
ゴ
マ
に
負
け
て
五
円
で
買
い
戻
し　

行　

田　

永
沼
規
美
雄

　

葉
か
げ
よ
り
顔
の
ぞ
か
せ
て
青
柚
か
な　

羽　

生　

道
給　

㐂
仙

　

供
花
新
た
無
縁
仏
に
菊
の
花　
　
　
　
　
　

〃　
　

多
田
千
代
子

　

日
記
帳
め
く
る
ペ
ー
ジ
よ
秋
思
の
夜　
　

騎　

西　

田
沼　

絹
子

　

薄
れ
ゆ
く
飛
行
機
雲
に
赤
と
ん
ぼ　
　
　

羽　

生　

杉
山　
　

榮

　

切
り
株
も
よ
し
な
に
貢
献
季
は
移
り　
　

行　

田　

天
沼　

広
吉

　

迎
え
待
つ
ロ
ビ
ー
の
窓
に
枯
れ
銀
杏　
　

加　

須　

高
橋　
　

實

　

秋
空
や
遊
戯
す
る
童
楽
し
そ
う　
　
　
　

大
利
根　

江
森
百
合
子

　

※
２
月
号
へ
の
投
句
は
、
12
月
25
日
（
必
着
）
ま
で
に
〒
３
４
８-

８
５
１
３　
　
Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
営
農
部
営
農
販
売
課
（
住
所
不
要
）
宛

て
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

折
原
野
歩
留　

選

秋
風
や
句
座
に
影
な
き
人
惜
し
む　
　
　
　

騎　

西　

持
塚　

悦
夫

（評）
Ｊ
Ａ
俳
句
会
長
の
新
井
幸
雄
氏
が
黄
泉
の
国
へ
と
旅
立
っ
た
。
い

つ
も
笑
顔
で
句
会
を
取
り
仕
切
っ
て
い
た
幸
雄
さ
ん
は
も
う
い
な
い
。

ポ
ツ
ン
と
空
い
た
席
に
は
影
も
無
い
。
秋
風
が
故
人
を
偲
ぶ
様
に
吹

く
。
合
掌 

前玉神社 浅間神社

「きなこＤＸ」

令和２年の猫の日特別限定御朱印

⓬



農作業安全はＳ-ＧＡＰで取組みましょう。まずは当センターまでご相談ください。

水
稲
育
苗
ハ
ウ
ス
を
利
用
し
た

シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
栽
培

　

11
月
号
で
水
稲
育
苗
ハ
ウ
ス
を

活
用
し
た
ぶ
ど
う
栽
培
を
紹
介
し

ま
し
た
。
今
回
は
定
植
ま
で
の
作

業
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
育
苗

ハ
ウ
ス
は
高
温
に
な
り
や
す
い
た

め
、
着
色
不
良
の
心
配
の
な
い
シ

ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
が
お
す
す
め

の
品
種
で
す
。

●
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
の
特
徴

•
黄
緑
色
の
大
玉
ぶ
ど
う
で
糖
度

が
高
く
、
酸
味
は
控
え
め
で
、

皮
ご
と
食
べ
ら
れ
ま
す
。　

•
8
月
下
旬
～
9
月
上
旬
に
収
穫

が
始
ま
り
ま
す
。

•
新
梢
伸
長
が
旺
盛
で
す
が
、
着

粒
の
安
定
し
た
品
種
で
す
。
ま

た
、
べ
と
病
、
晩
腐
病
に
比
較

的
強
い
品
種
で
す
。

•
黒
と
う
病
に
は
比
較
的
弱
い
品

種
で
す
が
、
ハ
ウ
ス
栽
培
で
は

雨
が
降
り
か
か
ら
な
い
た
め
発

病
リ
ス
ク
は
低
い
で
す
。

●
ハ
ウ
ス
補
強
に
つ
い
て

　

苗
は
ハ
ウ
ス
サ
イ
ド
に
株
間

2
5
0
㎝
を
目
安
に
植
え
る
こ
と

と
し
、
苗
の
真
上
に
直
径
25
㎜
～

32
㎜
の
パ
イ
プ
を
主
枝
誘
引
用
の

棚
と
し
て
設
置
し
ま
す
（
図
１
）。

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ジ
ョ
イ
ン
ト
を
使

っ
て
ハ
ウ
ス
の
骨
材
に
固
定
し
ま

す
。
棚
の
高
さ
は
作
業
す
る
人
の

身
長
に
も
よ
り
ま
す
が
1
6
0
～

1
7
0
cm
が
目
安
で
す
（
図
２
）。

棚
線
も
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ジ
ョ
イ
ン

ト
を
使
い
、
ハ
ウ
ス
の
パ
イ
プ
ご

と
に
張
り
、
緩
ま
な
い
よ
う
に
ビ

ス
で
固
定
し
ま
す
（
図
３
）。

●
定
植

　

一
度
栽
培
を
始
め
る
と
長
期
間

に
わ
た
り
ハ
ウ
ス
を
利
用
す
る
こ

と
に
な
る
た
め
、
将
来
的
に
も
継

続
し
て
栽
培
で
き
る
ハ
ウ
ス
を
選

定
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
土
壌

農作業安全はＳ-ＧＡＰで取組みましょう。まずは当センターまでご相談ください。

は
pH
7
を
目
標
に
調
整
し
、
苗
木

は
3
月
（
厳
寒
期
は
避
け
る
）
に

植
え
ま
す
。
植
穴
は
定
植
後
に
苗

木
が
沈
ま
な
い
よ
う
に
中
央
部
分

を
盛
り
上
げ
て
浅
植
え
と
し
、
接

木
部
分
が
地
上
に
出
る
よ
う
に
し

ま
す
。
定
植
後
は
根
を
土
と
密
着

さ
せ
る
た
め
に
足
で
踏
み
固
め
ま

す
。
ま
た
、
接
木
部
分
の
テ
ー
プ

は
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
幹
に

食
い
込
ん
で
し
ま
う
た
め
、
必
ず

取
り
除
き
ま
し
ょ
う
。

　

苗
木
は
3
芽
を
残
し
切
り
詰
め
、

切
り
口
に
は
乾
燥
、
病
害
の
感
染

防
止
の
た
め
に
保
護
剤
を
塗
布
し

ま
す
。
ま
た
、
乾
燥
に
弱
い
た
め

乾
燥
防
止
の
た
め
に
稲
わ
ら
マ
ル

チ
を
し
て
、
5
～
7
日
お
き
に
灌

水
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
栽
培
方
法
に
興
味
の
あ
る

方
は
加
須
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
の

果
樹
担
当
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☎
０
４
８
０
─
61
─
３
９
１
１

引
用
：
水
稲
育
苗
ハ
ウ
ス
を
利
用

し
た
果
樹
栽
培
ぶ
ど
う
ア
ー
チ
編

（
新
潟
県
農
業
総
合
研
究
所
園
芸

研
究
セ
ン
タ
ー
）

定植例
３間×10間ハウス（1a）
栽植本数：６本

200㎝以上 250㎝ ぶどう苗

10㎝

棚線

540
㎝
（
３
間
）

1800㎝（10間）

入
　
口

主
枝
誘
引
用
パ
イ
プ

…

図１．ハウス補強と定植

図３．ビスによる固定
（出典：水稲育苗ハウスを利用した果樹栽培）図４．定植後のすがた

図２．育苗ハウスへの棚の
　　　設置方法

（出典：水稲育苗ハウスを利用した
　　　　果樹栽培）

棚面までの高さ
160～170㎝

ユニバーサルジョイントを使って結合する

地表

植穴

台木

支柱

稲わら

植え付け前に中
央部分を盛り上
げる

台木部分を15㎝
地上に出す  

⓮



二重マスの文字を
Ａ～Ｅの順に並べ
てできる言葉は何
でしょうか？

（出題）ニコリ

ヨ
コ
の
カ
ギ

❶
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
の
て
っ
ぺ
ん

に
飾
り
ま
す

❷
冬
に
着
る
厚
手
の
上
着

❸
魚
偏
に
喜
と
書
く
魚

❹
受
験
生
は
こ
の
前
に
座
っ
て
い
る

こ
と
が
多
そ
う

❺
―
―
が
カ
サ
カ
サ
。
リ
ッ
プ
ク

リ
ー
ム
を
塗
ら
な
く
ち
ゃ

❼
夏
が
サ
マ
ー
な
ら
冬
は

❾
１
億
は
９
―
―
の
数
字
で
す

⓫
松
任
谷
由
実
の
ヒ
ッ
ト
曲
『
―
―

が
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
』

⓭
凝
り
や
す
い
体
の
部
位

⓯
ダ
イ
コ
ン
を
―
―
に
し
て
お
で
ん

に
入
れ
た

⓱
カ
タ
カ
タ
と
布
を
縫
う
機
械

⓳
外
（
が
い
）
の
反
対
語

㉑
冬
至
の
日
に
浴
槽
に
浮
か
べ
ま
す

〈
応
募
の
方
法
〉

・
ハ
ガ
キ
に
答
え
、住
所
、氏
名
、年
令
、

電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、〒
３
４
８
ー

８
５
１
３　

Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
営
農
部
営
農

販
売
課
宛
送
付
（
住
所
の
記
入
は
不
要

で
す
）、
ま
た
は
各
支
店
窓
口
へ
お
出
し

く
だ
さ
い
。
な
お
、
郵
送
し
て
い
た
だ
く

場
合
は
、
令
和
元
年
10
月
１
日
よ
り
通

常
は
が
き
の
郵
便
料
金
が
63
円
と
な
り
ま

し
た
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
応
募
の
際
、
ご
意
見
、
本
誌
へ
の

ご
感
想
な
ど
を
お
書
き
添
え
く
だ
さ

い
。
中
か
ら
「
ほ
く
さ
い
」
に
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

・
締
切
は
令
和
２
年
12
月
末
日
到
着
分

ま
で
。

・
正
解
者
に
は
抽
選
に
よ
り
賞
品
を
お

贈
り
し
ま
す
。

（
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
：
こ
の
応
募

用
紙
は
抽
選
と
商
品
発
送
お
よ
び
ご
意

見
掲
載
の
目
的
以
外
に
は
使
用
い
た
し

ま
せ
ん
）

〈
11
月
号
の
答
〉

　

ワ
イ
ン
グ
ラ
ス

タ
テ
の
カ
ギ

❶
は
た
き
や
モ
ッ
プ
で
取
り
除
き
ま

す❸
―
―
ボ
ク
シ
ン
グ
は
ム
エ
タ
イ
を

参
考
に
し
て
作
ら
れ
ま
し
た

❻
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
3
番
目

❼
素
材
の
色
が
生
き
る
よ
う
に
、
―

―
し
ょ
う
ゆ
を
使
っ
て
お
煮
し
め
を

作
っ
た

❽
時
刻
を
知
り
た
い
と
き
に
見
ま
す

❿
伊
勢
、
車
、
牡
丹
（
ボ
タ
ン
）
か

ら
連
想
さ
れ
る
魚
介
類
と
い
え
ば

⓬
三
十
一
文
字
（
み
そ
ひ
と
も
じ
）

と
も
呼
ば
れ
ま
す

⓮
大
き
な
石
の
こ
と

⓰
茶
室
に
敷
か
れ
て
い
る
物

⓲
初
心
者
を
表
す
片
仮
名
言
葉

⓴
―
―
に
交
わ
れ
ば
赤
く
な
る

㉒
神
社
を
示
す
地
図
記
号
は
こ
の
形

㉓
カ
メ
ラ
や
双
眼
鏡
に
は
め
ら
れ
て

い
ま
す

☆
10
月
号
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
当
選
者
は
次
の
８
名
で
す
。
ご

当
選
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
記
念
品
を
お
贈
り
い
た
し
ま
す
。

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
沸
く
は
ず
だ
っ
た
令
和
２
年
。
全
世
界
が
新

型
ウ
イ
ル
ス
に
翻
弄
さ
れ
、
社
会
全
体
の
あ
り
よ
う
が
変
わ
っ
て
し

ま
っ
た
１
年
で
し
た
。

　

そ
ん
な
中
で
迎
え
る
ク
リ
ス
マ
ス
。
宴
会
や
会
食
の
自
粛
が
続
く
中

で
、
今
年
人
気
な
の
は
い
つ
も
よ
り
豪
華
な
ケ
ー
キ
や
小
ぶ
り
サ
イ
ズ

の
ケ
ー
キ
だ
そ
う
で
す
。
皆
さ
ま
は
ど
ん
な
「
お
う
ち
ク
リ
ス
マ
ス
」

を
楽
し
ま
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

と
も
あ
れ
、
年
末
年
始
は
体
調
を
崩
し
や
す
い
も
の
。
健
康
に
は
十

分
留
意
さ
れ
、
よ
い
ク
リ
ス
マ
ス
、
そ
し
て
よ
い
お
年
を
お
迎
え
く
だ

さ
い
。

Ｓ
・
Ｎ

編
集
後
記

☆
萩
原
　
秀
美
さ
ま
（
行
　
田
）

☆
野
本
キ
ヨ
子
さ
ま
（
川
　
里
）

☆
柿
沼
　
　
勝
さ
ま
（
羽
　
生
）

☆
杉
尾
　
憲
一
さ
ま
（
加
　
須
）

☆
長
谷
川
光
子
さ
ま
（
加
　
須
）

☆
福
島
　
幸
子
さ
ま
（
騎
　
西
）

☆
藪
上
　
　
亘
さ
ま
（
北
川
辺
）

☆
坪
井
　
義
典
さ
ま
（
大
利
根
）

⓯
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ホームページ

標準ロータリーセット型式（オートヒッチはW3P装備で、標準3点リンクのワンタッチ着脱可能）、
ハイスピード仕様、小径タイヤ仕様（ハウス内作業に対応）など、オプションは裏面へ！

JAグループは生産者の需要を取りまとめ、一括発注を行うことで、
メーカーは製造・流通の効率化をはかり、生産者へ価格メリットを還元します。

価格を
安く

必要な機能を
厳選

快適・安全な
作業性

様々な作業への
汎用性

製品紹介動画
はこちら

（You Tube）

生産者の営農規模と栽培品目の拡大を支援する

SL33LFQMAEP
型　式

SL33LFMAEP
メーカー希望小売価格 285万円

（税別）
ロプス仕様

中型ク
ラ
ス

33馬力（ネット値）

生産者&JA 全国一万人以上の声を反映

キャビン仕様

共同購入トラクター

359.7万円（税別）
メーカー希望
小売価格

SL33LFQMAEPC2P
型　式

型　式

半クローラ・キャビン仕様

412.4万円（税別）
メーカー希望
小売価格

基本型式

SL33LSL33LSL33L


